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   Twenty-one intracavernous injections of 40 or 60 mg papaverine hydrochloride were givers 
to ten male paraplegics. Erection sufficient for coitus was achieved within a few minutes 
after 15 of the injections (71.4%). Tumescence of the penis lasted from 18 minutes to 48 
hours and the penile tumescence of the patients who had reflective erection usually lasted 
longer than that of the patients who did not. The trial that lasted for 48 hours resulted in 
the fracture of the penis that was presumed to have occurred during coitus and it was treated 
operatively. Intracavernous injection of papaverine hydrochloride is available for the impo-
tence of male paralegics, but both doctor and patient must be careful about the sensory dis-
turbance of the penis to avoid penile injury during erection. Further studies are needed to 
establish safety and long-term efficacy, as well as to determine if histological change of 
cavernous body occurs by repeated injection.
Key words: Spinal cord injury patient, Impotence, Intracavernous injection, Papaverine 
hydrochloride
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な って い る,胸 髄 完 全 損傷 症 例10例を 対象 と した.10
例 の年 齢分 布 は20歳か ら57歳,平 均40歳で,脊 髄 損 傷
受 傷 か らICIP施 行 まで の期 間 は2年 か ら28年,平
均12年で あ る.
脊 髄 損 傷 受傷 後 の勃 起 状 態 に つ い て は,脳 内 に 発 し
た 性 的 興 奮 が下 位 胸 髄,上 位腰 髄 を経 由 して 勃 起 を 発
現 させ る,い わ ゆ るeroticerection1・2)を有 す る もの
は10例中1例 もな く,一 方,7例 が 会陰 部,陰 茎 な ど
の機 械 的 刺激 に よ り発 現 し,仙 髄 に そ の中 枢 が あ る と
いわ れ て い る,い わ ゆ るreflectiveerectionl・2)を有
して いた.な お,10例 中,受 傷 後 性 行為 を 行な い え た
もの は1例 もな く,全 例性 欲 を有 し,性 交 を希 望 し,
ICIPにつ い て の十 分 な説 明 の後,同 意 の え られ た 症







皿gで無効 であった3例 に対 して,60mg(1,5ml)



























10例に 対 して21回のICIPを 施 行 した が,そ の結
果 はTable1に 示 す ごと くで あ る.21回の 施 行 の う












































































































































































従 来,イ ンポ テ ンス患 者 に 対 して 人 工 的 に勃 起 状 態
をつ くる方 法 と して は,penileprosthesis植x込み
手術 が 多 く行 な わ れ,そ の 有 用 性 が認 め られ て い る
が3・4),1982年にVirags)がイ ンポ テ ンス患 者 に対 し
て塩 酸 パパ ペ リンの 陰茎 海 綿 内注 射 を 臨床 応 用 して以
後,薬 剤を 直接 陰茎 海 綿 体 内に 注 入 して 勃起 を生 ぜ し
め性 交 を可 能 に す る い わゆ るchemicalprosthesisに
つい て,小 くつ か の報 告 が あ る.
Chemicalprothesisは簡 単 な 局所 注 射 に よ り,随
時,一 時 的 な 勃 起状 態 が得 られ る こ とが そ の特 微 であ
り,Brindley6)はIl例の イ ンポ テ ンス患 者 に 対 して
phenoxybenza皿ine5mgの陰 茎 海 綿 体 内 注 射 を,
Zorgniottiら7)は62例に 対 し て 塩 酸 パ パベ リン30
mgとphentolamineO.5～1.Omgを併 用 した 陰 茎 海
綿体 内注 射 を 行 な い,そ れ ぞ れ 良 好 な結 果 を 報 告 して
い る.ま た本 邦 で は高 村 ら8)が6例 の イ ンポ テ ソス 患
老 に対 して 塩 酸 パ パベ リン40mgの 陰 茎 海 綿 体 内 注
射を 行 な い,全 例 に お い て性 交 可 能 な勃 起 状 態 が え ら
れた と報 告 して い る.こ の よ うにchemicalprosthe-
sisはイ ンポ テ ンス患 者 に 対す る 治療 法 と して 徐 々 に
定着 しつつ あ るが,脊 髄 損 傷 に よ る神 経性 イ ンポ テ ン
ス患者 に対 して 施 行 され た 例 はBrindley6)の3例,
高 村 ら8)の1例 が あ る のみ で,脊 髄 損 傷患 者 に対 す る
chemicalprothesisの有 用 性 に つ い て の ま と ま った
報 告 は,現 在 まで の とこ ろみ られ な い.
今 回わ れ わ れ は,性 交 能 力 を 有 さな か った脊 髄 損 傷
症 例io例に 対 して 合 計21回のICIPを 施 行 し,15回
(71.4%0)にお い て 性 交 可能 な 勃 起 状態 を 獲 得 す る
ことに成 功 し た,脊 髄 損 傷 患 者 の 性交 能 力 に つ い て
Talboτ9)は23.0%,BorsandComarr1。)は49.5%,
辻 ら1')は5.0%にそ れ ぞ れ 性 交 能 力 が認 め られ た と報
告 して お り,こ れ らの数 値 と比 較 す る と,71.4%にお
1067


























は,実 際に性行為を 目的としてICIPを行な う場合
に,と くに支障となる程度の ものではないと思われ














































































































百瀬 。ほか:脊髄損傷患者のイソポテソス 。塩酸パパベ リソ
なお,本 論文 の要 旨は,第21回日本 パ ラプvジ ア医学 会,
第36回日本泌尿器科学会中部総会において発 表 した.
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